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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
  
最近の業績動向等を踏まえ、平成１８年５月１７日の決算発表時に公表した平成１９年３月

期中間期の業績予想を下記のとおり修正します。 
 

記 
 
１．平成 19 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 18 年４月１日～平成 18 年９月 30 日） 

（１）連結 

（単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １，４８１ １６７ ８４

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １，５１４ ２８５ △４６０

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ３３ １１８ △５４４

増 減 率 （ ％ ） ２．２ ７０．７ －

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年３月期中間）
１，３８４ １２４ ８２

 

（２）個別 

（単位：百万円） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １，４５６ １６３ ８４

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １，４９１ ２６６ △４６７

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ３５ １０３ △５５１

増 減 率 （ ％ ） ２．４ ６３．２ －

（ご参考） 

前期実績（平成 18 年３月期中間）
１，３７６ １１９ ７７

 

 

 

 

 

 



 

２．修正の理由 

（１）個別業績予想の修正について 

  経常利益は、営業収益が計画を達成したことに加え、経営環境の急激な変化を見越 

し、広告宣伝、採用の抑制、設備投資の凍結等、大胆なコスト削減を行ったこと等によ 

り、計画比１０３百万円増加し、２６６百万円を計上する見込みであります。 

また、平成 18 年 10 月 13 日に公表されました日本公認会計士協会による「消費者金 

融会社等の利息返還請求による損失に係る引当金の計上に関する監査上の取扱い」を踏 

まえ、利息返還損失引当金の見直しを図ることといたしましたことにより、特別損失と 

して利息返還損失引当金繰入額６７５百万円を計上し、繰延税金資産の計上についても 

保守的な方針で見積ることといたしました。その結果、中間純損益は計画比５５１百万 

円減少して４６７百万円の損失となる見込みであります。 

 

（２）連結業績予想の修正 

    個別業績予想の修正に伴い、連結業績予想につきましても修正することとなりました。 

   この修正は、主にアース個別業績予想数値の修正の影響によるものです。 

 
３．通期の業績予想 
    現在、下期予想値を精査中であり、中間決算発表時（１１月２２日を予定）に発表す 

る予定です。 
 

以上 


